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四虹京学に向けて
　地球環境問題は、誰もが気にしている、何
とかしたいと思っている課題の１つであろ
う。
　宇宙物理学を専門としている池内了氏によ
ると、「地球は『複雑系』であり、さまざま
フィードバック・システムを持ち、構成要素
間の関係が『非線形』であるため、地球の病
と呼べる地球環境問題は、単純な因果関係の
発想ではもはや治療できず、根本的な発想の
転換が求められている。」という。
　研究・連携支援センターは、平成 4 年開
設のビジネスデザイン研究所を源とし、平
成 11 年に総合研究所に名称が変更された後、
地域社会との連携方針として掲げる「地域と
共に生きる大学」を担う担当組織として、平
成 18 年設置のリエゾンセンターと統合する
形で、平成 24 年に発足しました。
　本センター業務の１つは本学教員に対する
研究支援であり、個人研究および奨励研究、
共同研究の支援、学術出版の助成学外研究員
の支援、及び科学研究費をはじめとする外部
資金を運用した研究の申請と管理等を担って
います。
　本センター業務のもう１つはリエゾン業務
であり、地域企業や地元教育機関、地元自治
体等の地域社会と本学との連携窓口および本
学主催の公開講座・講演会の支援です。主な
連携協力先は、亀岡市域をはじめとする京都
府口丹地区域、京都市域、右京区域、中京区
域です。多くのご理解・ご協力のもと、2014
年 4 月～ 12 月の 9 ヶ月間に実施した連携事
業数は 100 件に達し、週当たりの平均実施件
数にすると 3 件弱となっています。連携事業
区分を見ますと、出張講義や大学施設を利用
した体験授業等の高大連携事業が 39 件、講
演会への講師派遣や運営の支援が 37 件、高
等学校教員をはじめとする研修会・研究会へ
の講師派遣や開催の支援が 7 件、京都府や亀
岡農工会議所、京都中央信用金庫等のイベン
トへの参加協力 9 件となっております。加え
て、企業・法人と本学との間で、17 の連携
協定が新たに締結されました。この場をお借
りして、みなさまのご理解・ご協力に御礼申
し上げます。
　2015 年春、本学は社会科学・人文科学・
自然科学・医療健康分野からなる 4 学部 10
学科体制の総合大学になります。これら 4 分
野が融合し、響きあい、どのような四虹京学
が描かれるのでしょうか。その色合いは、ノー
ベル経済学賞を受賞した Friedrich August 
von Hayek がいう「自生的秩序（spontaneous 
order）」とか「自生的体系（self-generating 
system）」の中で生まれるものかもしれない
という思いを持ちながらも、みなさまが織り
成す四虹京学を支援できるよう尽力していき
たいと思っております。
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